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チャ ー ー ド
二2
、ソ
クス 日 記 宮 山 一 ミ 。
h E n F R
仏わ
o n g
試 訳 （ 四 ）
ー二ハ一六年六月から七月まで
l
六月二日（杭一酬旭日…ココ
ι
八 日 ）
（1
） 
雪ノ浦発五月晦日付でニlルソン君からの手紙を受け取った。
内容は、彼が肥後から番衆の帰るのを待っていること、イ
1
ト ン
君の待遇が今までよりよくな
っ た
こと、イ
1
トン君を非常にきび
しく扱
った番衆がその地位を剥奪され
、我々の下
僕の首を切った
かどで自分の首も飛びそうになっていることなどであった。
オランダ人は今日新らしい倉庫の棟上げを行なった。彼らのも
う一つの倉庫と同じほど大きい。また彼らは、一マイル離れて別のわらぶき屋根のを、船を造
ったり材木を
入れたりするために建
てた。その他にも今年は多くの建物を建て、果樹園を二ケ所こしらえ、海には新らしい埠頭を作った。
六
月三日
（2
） 
先の手紙を運んだ男に託してニ
1
ルソン君に手紙を出し、ほか
でもなく、幕府へ事の次第を報じるために使者を出した大村の人々が事を遅延させ いるのだから、早く戻った方がよいと私は思
「リチャ
1
ド・コックス日記」試訳（四）（武田・森）
森武
万里
睦
彦子
田
うが、もし充分な理由があって残るのならゴレサノを戻してほしいと書いた。
仕立屋たちと勘定を計算し、太った仕立屋に新らしい服五着の
（3
） 
仕立てと古い
長上衣
二着
、嬬子のダブレ
ッ
ト 一
着の縫い賃として
（4
） 
小粒五
O
匁を支払った。彼はその中から、彼に売った
ダ
テ ィ
l
布
二反の代として大きめの銀二
O
匁を私にくれた。
シナ人のボタ
γ
作りにボタンの代として小粒一四匁を支払っ
た 。
やせた仕立屋とも勘定を計算し、伝票に見える通り、数着の服
の住立てと古い服の直し代とし 七六匁カフロの服上下三
着一入匁
旗 仕立代二匁以上を支払った。
六月五日
駿河発一入目前の日付で平戸侯肥前守（松浦隆信）からの手紙と
（5
） 
贈り物の鮭三尾とを受け取った。彼は、大御所様からねんごろな
ノ、
九
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もてなしにあづかり、帰りたい時に平戸へ帰ってよいという許可を受け、また着物一八着と鶴すなわち塩漬けの烏一八羽を拝領したが、これは日本では名・菅な事なのだと書いてきた。
また庇右衛門殿から挨拶状一通と、同封の支那甲必丹（李日一）
あての一通も受け取り、支那甲必丹へは爪ちにそれを波した。虎右衛門肢は活主の拝領の品について報じていた。
午餐のあとでニ
l
ルソン君がイ
1
トシ君および肥後へ行った平
戸の番衆とともに告ノ浦から帰
っ
て来た。またイ1トン君の長崎
の常山の、主人も
一緒だ
ったが
、
彼は
イ
1
ト
ン
君が
難儀
していると
間くとただちに
雪
ノ捕に彼を尋ね、それ以後行動を共にし、肥後
の連中が乱暴を働くような場合に備えて、彼を守るためにムスケッ
ト銃その他の武器を牢へ運び込み、必要とあらば死に至るまで
一命を賭して彼を守ろう したのだった。
肥後へ行
った香保が戻
っ
て、大村の人々に次のような返事をも
たらした
。
すなわち、大村の人々はくだんの英国人を自由にしな
ければならない、なぜなら、彼は大御所様の被設下にあるのだから彼らと事をおこす芯芯はなかったろう
し、またこの騒ぎをお
こした肥後の人々は彼に何も知 せずに事を運んだのだから、彼としては彼らの行動について弁護するわけはない、ということであった。 し、これ のすべてにもかかわらず 大村の人々は談合すなわち会誌の町についたまま事を返延させ
、
最後まで彼を
閉じ込めておき、知 せが来てから二日後まで彼を渡そう しか
っ
た
。
また別の需決は
円 以 初
イ
1
トン君を淵切に扱い、ニ
l
ル ソ
ン
討を而会させたりしたが
、
あとになると彼を抑
しと
どめ、二日
七。
の間イ
1
トン君と話すのを許さなか
っ
た 。
大村の人々の我々に対する憎しみは伴天連すなわち司祭のせい
である。彼らは大村の人々を扇動して我々が日本人に嫌われるように仕向けたのである。なぜなら、くだんの人々のすべて、あるいは大部分は大村におけるカトリック教徒で、多くのカトリッグ教徒やイエズス会士は今日まで日本では大抵の場所にひそかに潜伏して たのだが、彼ら 日本からの追放の最大の（あるいは主要な）原因を英国人に帰
しているためである。しかし私は、今彼
らが我々に見せてくれたのと同様の友情をいずれ彼らにも返したいと思
っ
ている＠また大村の人々と平戸の人々 が敵対関係にあ
ることは確かで、これは法印様（松浦鋲信）が父道可様（松浦隆信）の代に大村方に取られ 領土を多分に奪い返し、その上に大村領の土地も手に入れ 平一戸 人々 今 至る それを領有しているという事情があるためである。
六月六日
（6
） 
都発先月二二日付のウィ
ッ
カム君の手紙一通と通訳コ
1
・ ジ
ョ
（7
） 
ンからの一通が、泊二樽計二ニ匁、マティンガへの雄子二枚、彼の女ふみ
k
への二枚、イ
l
トン君の女への一枚とともに呉服商の
（8
） 
手で届けられたのを受け取
っ
た。彼の手紙によれば薩摩侯（島津
家久）は福島大夫（福島正則〉そ 他の 名たちと都へ来ており、他の大名はみな帰国を許された山である。
六月七日
戸q d
｝
イ
1
トン若の宿
主
は ピ
1
コ
ッ
グ在が殺された際安配に
いた
次第
をr
に一副り、また変引の正は事の次釦を何も知らないから、我
々
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が求めれば全部の賠償が得られるのではないかと思うとも言った。彼の一七一口実によれば英国人とオランダ人を殺害したのは五人で、二人は交祉の人間、二人は日木人、仙の一人はシナ人で、そ
（ 叩 ）
の名前は、日本人は孫た一肢と三蔵殿、そ うち孫左はピ
l
コック
君の宿主、シナ人はホンゴといい、交枇の人間はジヤングの香木の温官と帆船の番先のアミであった。
私は彼に、もし長崎において、伎が回収あるいは受領するもの
すべて 勘定を京印度会社に納 るこ に責任を持つと充分に私に保証してくれるなら この件に従事する権限を彼に与えるし、それ ついて充分に彼 満足のゆくようにしなければならないが、もし、必要なら大御所根から交世王にあてた書状も発行していただこう、と申し入れた。すると彼は私の満足のゆくようにすることを請け合うと返事 た。イ
1
トン君に対しての骨折りと同時
に交祉の件に彼を一臣う希望もありて、彼に贈り物をし 。
L
＼元和二年五月五日
J
六月八日一一」／新居六月一八日＼
今日は日本流で第五の月の第五日にあたり、日本の祭日で五月
ごリょうえ御霊会と呼ばれる。
支那甲必丹はこの日本の祭日の照り物として泊を小徳利に二本
と魚二尾をくれ、シナ人の太った仕立医とボタン作り 泊徳利一本と魚二尾をくれた。私も支那甲必丹 鮭一尾と扇子一本を贈勺1J 
私が聞いたところでは、平戸候は大御所，除と話したのではな
く、とある部
E
に入ることを山されただけで、そこでは人々が、
りチャ！ド・「一円ノグス日配」試訳（四
U
（武田・森）
大御所様は紙でおおわれた狭い部屋に病気で寝ておられると語り、側近の上野殿（木多正純〉がその中へ入って、平戸の殿が伺恥している旨を告げ、再び出て来て、平戸侯ヒ向 大御所様はそれを感謝なさり、帰国の許可を与えて下さった、と告げただそうだ。しかし人々は安際は大御所様は亡くなったがそれを隠しているの と思っている。だがこれは、誌かが武力蜂起するのではないかと見るための政略だろう。
六月九日
商館の前で般を突くやすを試してみた。生きた鰻六五匹を伺
た
イ
1
トン君はボ
l
イのコ
l
・ジョンの父親に、彼の衣類と脇主
に銀玉匁を添えて与えた。
六月一一日
グシュグロン殿とトメ
l
殴から敷石を積んだ船二隻を引き取っ
た。しかしオランダ人は平戸候からく ん 島 、結果的に そこの石も与えられていると称し 、我々が受け取るのに異議をとなえた。
ニ
l
ルソン君は今日私とはげしい口論になり、以前何度もそう
だつたように私を罵倒した。彼のいつもの酒ぐせの悪さを私は今までがまんしつづけた 、今でもがまんしている。
六月一一一日
新暦で今月一一一日付、つまり一
O
日前の日付のジョルジュ・ド
ヮロイスの手紙と、同一入日付の覚え書きを受け取った。その両
（ 日 ）
方には大御所企似が死去したという知らせが降矢なものと 伝わ
七
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清二十四ロマ
っ
ていることや、その他の日本の風説が書いであった。またもしできれば彼の黒人つまり奴隷を返してほしいとも書い
であ
っ た 。
シナ人が二
人私を訪れ、シナ酒を一瓶贈ってくれた。
六月二一日（一三日の誤芯かゾ
秀頼様が生存していて内裏に保注されており、大御所様が死去
したので今やその事実が明らかにされ、彼がやがて将軍になり大坂の彼の城は再建されるといううわさがある。だが私は実際これは偽報であると思う。
六月一四日
今夜半藩主の許から急使 来て、彼は現在 こから三
O
里ばか
（辺 ）
りの博多の港の一つ、相ノ島におり、今夜か明朝平戸へ帰る予定であると伝えた。そこ 、総右衛門殴（南）や他の侍たちは彼を出迎えに出かけた、というより逆風だったので彼の居る場所まで出かけ
た 。
六月
一
六日
平戸侯は真夜中ごろ平戸に到着
し、オランダ人は彼
が商館のあ
たりを通過す
る際何発
か礼
砲を打
っ た
。
私は大炊股の所へ通沢を行かせ、藩主が御健勝で無事帰国され
た事をお寄び
してい
が
、もし
おひま
なら御
干に接吻するために
うかがいたいと大炊股から伝 ていただきたいと述べさせた。し て 、
通訳が大炊股と話
して
いる時、藩主は幸運にも
、あるいは
わざわざそこを通りかかり、通沢にねんごろな
言葉
を与え、いつ
でも私が来てくれればうれ
し
いとの伝言であった。
じ
太右衛門殿は我々
、つま
り英国人全部を正実に招いてくれた。
彼は我々の大工頭で、仕事がほぼ済んだからである。
私は通訳を主馬股（佐川）と内匠殿（松浦）の所へもやって帰
国を祝し、おひまな時にうかがいたいと言わせた。
主馬殿は私に伝言をよこし、大御所様が二六日前に死去したこ
とは確実で、彼はその埋葬の場所も見たし、また将軍様も人々がその死を確かめるようにわざわざそ したのだと
言
った。各々の
大名たちに分けあたえられた
下
賜品は故大御所慌の形見であり
、
大判
、
衣服ともに大層なものだったという
。また
将軍様は過去に
おける大名たちの労苦に対する報酬として彼らを休養させるため、三年間彼の許へ戻らずに国に滞まることを許した。しかし、この三年間に 御所様 息子 して謀反が起されたなら、大御所様は直ちにまた出現するだろうと心底から私は信じる。
権六殿（長谷
川）は昨
夜奉行と
して
ここを通って長崎へ向っ
た。このことによって私は自分 考え 一層確信を持った。
六月一七日
我々の新倉庫の西側の士が大雨で沈下し、果樹園の堺が三区画
くずれ落ちて数本 果樹をいため、塀の残りの部分は土が崩ためぐらぐらになり、今にもくずれそうになった。
我々は全員そろって平戸侯を訪問した。すなわち、イ
l
ト ン
君、ニ
l
ルソン君、オスタウイック君、それに私である＠酒二
棒
、するめ及び
千えびをそれふ＼
一O
連づっ計二
O
連
、オレ
シ ジ
の花の砂糖漬けの小査一個を贈り物に持参した。藩主 叔父の豊後様（松浦信実〉、大村の主膳殿の父親、二人の坊さん及び唐津
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からの使汗を日がえていだ。伎は我々の訪問と贈り物をよろこんで一三け、必要なものは何でも与えようと言ってくれた。そこで私は、今 紋日後、殴 旅の疲れをいやされたあとで再び御前にうかがい、いくつかの事柄をお耳に入れて、それらにつき仰相談にあづかることをな川していただきたいと述べた。
誰かが贈ったものらしく藩主は平たい薬査を手に持ち、その叔
父も別のを持っていた。彼が私に、こういう品はお前の固に るかとたづねたので あると答えた。藩、
ι
は、もし船で来ることが
あったら、白人刀のために っておいてほしいと望んだ。英国高館に戻ってみると、偶然ニ
l
ルソン君が同じようなのを一個持って
いたが、別の彩色がほどこされて た。私はそれ 藩主の古川へ送り、藩主はこころよく納めてくれた。
六月一入日
主馬股と内匠肢を訪問し、各々に酒を小徳利に二本と乾魚を一
O
連、これは各々へ五連づっ、を持参した。彼らは、老大御所様
は二八日前に死去し、秀煩様も死去したので、その子の将軍様対してだれもが事を荒立てずにいると語った。
床についたあとで安右衛門股が、平戸の沿岸でここから三里ば
かりの島の近くに船あるいはジヤングがいること 問いた で、オランダ人にもこれを知らせ と伝一一二日をよ し 。
六月一九日
支部甲必丹は、前の晩長崎から来た人々がいづれか 船あるい
はジヤングから二発の砲があがるのを聞いている とを知ったと私に迂ったので、キャプテン・スペックスの所へ通訳ゴレサノに
「リチャ
i
ド・コックス日記」式訳（四）ハ武田・森〉
手紙をもたせて知らせた。伎は、同慌の報告をほ山川
r司も
fどけたの
で、本当かどうか人をやって聞いてこさせたが、そのような事については何も聞けなかった、という返事をよこした。そのすぐあと刊の人問、が、砲が三発あがったのを聞いたと知らせてきた。そこで私は六丁嶋の舟を出して、沿川市に船が見えるか どうか調べさせた。しかし空が暗く同がひどくて何も見えなかったので、一行はすぐ帰って来た。
キャプテン・スペックスは、大御所様の死去の誠によって何か
変動がおこるかもしれないから、日本の情勢につい 私と活し合いたいと言っ
ジャシグはシナのものとわかった。平戸へは寄港せず博多へ行
くもので、小さなソマというかジヤングであった。
平戸侯は支那甲必丹の弟（華字）が私にくれた金魚二尾を所望
する使いをよこした。私 大いに不本意だったが 前に彼の弟（松浦信辰）に別のを贈ったこともあるので、これを手放 た。
六月二
O
日
平戸侯は日本の惟子二枚をもたせて側近をよこし、天候の悪い
のを主な理由にして、大御所様の城から帰って以来まだ私をたづねていなかったことなどあれこれ陪辞まじりに伝えさせた。その側近はまた私に錫の茶椀一個をく 。
私は通訳をやって藩主に贈り物の凡を言わせ、まだ、そのよう
な贈り物をお送りいただく党栄に自分は値 ない人間と思っていると伝えた。彼 返事をよこし、私はより多くのものに匝する人間で、贈り拘がささやか のではずかしく思うが、こんな品でも
七
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快く
受
けてほしい、と
一 一 己 っ
て き た 。
六月二一日
孜にかけて、平戸の治岸凹型か五里のところに船かジヤングが
見えるという知らせが来た。そこ
で
、支那印必刊は舟で出かけ、
コッグのジョン・ココラが同行した
。
」具夜中ごろ
一 人
の英国人が尚人ジ
ョ
ン・ベイリ1君の手紙と、
（ 日 ）ト
l
マ ス
サの
船長リチ
γ
1
ド・ロウ君の手紙を持ってやって来
た。船は去る一月二
O
日パンタムを出てモル
ッ カ
諸島経山で来航
し、平戸から五里以内の
一 附
に到若しているそうだ。
私はトlマス
サ
に乗船した。同船を曳く舟は平戸から連れて行
った。尽一ごろ船は港へ入り、オランダ商館のあたりを通った際三発の礼砲があが
った。錨
をおろした時、町に対して一一発打っ
た。オランダの甲必丹、ヤコブ・スペックスは入港するより前に乗船して、泊二持、版二頭、鮭一 足を問り物に持
っ
て来た。彼の
下船に際して礼砲三
発を打った。オランダ人は我々の通過の際と
彼の下船の際数発の を返礼として打
っ た 。
六月二三日
稀主は新らしい将軍（徳川秀忠）にい知ろうとして、どのような
品々が船で茄いた
か
目録がほしいと使者をよこした。そこでそれ
を彼に送
っ た 。
また我々は、日可なく日本人が乗船するのをい円以ず
る旨の、船に担げる村山令を活主から出 てもらった。これは日木人の悪
羽である盗み
と船
員をだますくせを防ぐためである。
千戸供は大出一附一日間となるはずだ
っ
た巳校入丁を返してょとし
た
t
六
御 所 一 松 が γ
」
J
な 、 一 ん じ て
、
介兵衛政仁氏谷川、が反したの
七
四
で あ る 。
六月二四日
（M
） 
平戸候の家来院はして別の手紙をウィッカム君に出した
c
その
家来
は新将
軍の計へ英船の到誌と舶献品目を知ら
せる
書 面 を た や つ
さえて行くところであ
っ
た
。
六月
二五日
主民殿その他の人々が誌主の所から我々の英一訟を見に来て、活
主に見せるため、それらのいくつかと水
差
しとポタージュ皿も持
って行った
。
（ 日 ）
この日の午後シナの小ジ
ヤ ン
グが入港した。大坂から来たもの
で、日本へは去年来 のである。
六月二三日
藩主はこの日かさねて送
7
た引先輩数積、ミルグ泊ポット、水
差
しを買い、主民殿も英五二個と緑 か山肌一
C
枚を買った。助右
衛門殿が買
っ
た茶査二、三個は壊れていたが、彼が藩主のために
別に一伺手に入れに来たので、壊れないものを一個彼に贈った。手波す際の不注意で釧鉄の綜が一束船から落ちた
。
六月二七日
（ 同 ）
アルパロ・ムニョ1ス、「片限の政手」、パスグアル・べ一一テス
が今日長附から一千戸へ来て英国間館に私をたずね
。
彼らが来た
のはそル
ッ
カ諸島やスラットでどのような事があ
η
たかを知るた
めと忠われるが、本
当のこ
とは彼らには話したくなか
っ
た。アル
パロは私に二本の飾り衿と仙飾り、およびラスグ三巻を贈り物にくれ、「片限の政手」は砂糖出け一五をくれ亡
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六月二八日
肥後と平戸の男たち二人がん
f円口高のあげくたがいに切り合っ
入 九 。
六月二九日
肥後活主（加旅忠以）が－
1
ノ浦に人をやって、イ
1
トン君と騒
動を起
し
た男を利非に処した事
を
私は知った
。 、 一 上 陪
段（
松浦章一
山口一）は果物を贈り物に届け
、
民国商館にたづねて来た。
藩主の船大工侭右前門限（山崎 に、別式作の見本として滑車を
凹個貸した。
六月三
O
日
藩主から伝言があって
、
山 低 … 川 崎 の 竜 一 臣 が 平 戸 へ 来
ており、彼は英
国商館
と
英船に来たいと望んでいるが
、
重注な人物であるから
丁
寧に
もてなし
てほ
しいと
いう
ことだった。私は一一一一口われたとおり商
館を見せて峰食を出し
、
船上でも同様にして
、
川れの際には礼砲
を五発打った。
アルパロ・ムニョ
1
スとヒル・デ・ラ・パレーダ、「旗手」の各
々に油 一ガロン入リの瓶に一本とスペイン酒を一クオー
ト
入り
の瓶 一本、 ラス瓶ごと贈り物として届けた。
（口）
洛一山一の重臣は楽音、水泣し、公のみ、か中日、鏡、テ
ー
ブル
・
ブ ッ
グ、プ
ランダ
l
ト吏沙、的り晦併などの
見本と
価陪友
とを取
りに使者をよこした。
二
1
－
1
ヘ元和二年五月二七日
J
イ
F
一f
／新酒七月一
O
日＼
考店の上、次の口問を成陛の主巴二人へ贈り拘とするこ
とにし
た 。 伎 ら が 出 品 主 一 の 純 一 泊 で
、
健一位では高位の人々であることがわか
「リチャ！ド
・コ
y
ク ス 日 一
一 心 －
一 一 品
－沢（四）（武田
・
森 ）
ったから
で あ る 。
鏡二個
、 一
個は四角
、 一
個は八角
テーブル・ブ
ッ グ
二対
平型薬査 問、六斤．平型薬査二個、同庁平型薬査二側、一斤背高菜査二個
、
六斤
ゾ
YVU
コ 下
／
JJH
「
グかグ二斤緑色水乏し二個川町ミルグ酒ポット二間μ
水のみ
二
個
（四日）飾り腰帯シング 凹木プランポ
l
ト更紗シングル二反
これらの贈り物を彼らは喜んで受け取り
、イ
l
ト
ン 君 に こ と や つ
けて、もし我々が薩摩侯と取り引きする事があれば、彼らが何かと助力できる人間であることがわかるだろうし、英国商館と船上での歓待は忘れは
しな
い
、
また
、
今まで見たこともない
ような
品々を贈られればなおさらのことで、それゆえ彼らの主君薩摩侯にこれら 次第を話さずにおくわけにはゆかない、との返事をくれた。そしてそのすぐあと、二人 家臣をよこして謝
意
を 表 し 、
彼らの各々か 、日本式の
、
食事を共にする五人分の木皿や鉢そ
の他をつけた重箱を贈られた。
ロウ君は南萄酒一一降、砂糖漬けのナツメグ一査、砂糖漬けの生
七 五
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並立少々を贈り物に持っ
てオラン
ダ商飴を訪問
し 、
親切なも
てなし
を受けた。
ドミンゴは私が
英国外にいる聞の五年間
、年
季奉公をつとめる
ことになり、食事と衣服を支給し、その他は適宜私が与えることに話が決った。
七月二日
薩摩の侍たちが緑色の水のみ二
O
佃と緑色のかゆ皿二
O
枚を買
いに人をよこ
し
た。私は一個六匁の値をつけた
。
だが彼らは代
金
を支払わず、品物を返し
藩主の家来の侍の一人 贈り物に子牛を一一回くれた。アルパロ
・ ム ニ
三 l ス
、 「
旗手」、イlトン君らはトlマス号に乗
船し、一同が帰る時三発の砲 打
七月三日
ピランゴ
・ルイ
スのジヤングがマニラから長崎に到着し、ミゲ
ル
・デ・サ
J 4
ナスが
乗
っ
て来たという知らせを
受
けた。彼らの報
（刊日）
告によれば、ドン
・
フワン
・
デ
・ シ
ルパはマラ
ッ
カを眼前にして
死去し、その艦隊はマニラへ反
っ
たが、彼はまずアチンのモ
l
ル
人とオランダの草勢とをマラッカから追い出したという。
（ゆ）
また別の日本のジヤンクがマニラから長崎へ入港し、船頭は弥三右衛門殿だという知らせも
受
け た 。
贈り物を持って我々は
一千戸仏の許へ出かけた。
七月四日
一同の賛意を伺て支那甲必対の弟キャプテン・
華
字ヘ贈り物を
ベ ム
っ
た
。
七六
虎左衛門殿は女物の桁一本、見
袋 一
足を私にくれた
。
主殿様（松浦信炭）へも進物をい加けた。
七月六日
支那甲必丹アンドレプ
・
、 テ ィ テ
ィ
スへ贈り物を届けた。総右衛
門殿（南）と虎左衛門限へも賠り物をした。
駐偉から来た平戸の貴人、つまり法印様（松浦鎮信）の・副知が
拡〈凶商館に来て
、贈り物に、出二拘
と
魚二尾をくれた。彼の言葉に
よると、薩摩供は評定の結呆琉球その他彼の全領土内での自由な交易を我々に計すことに決めた由である。しかし先日ここへ来た重臣の
二 人 は 、
藩主からの命令もないので私にそこまで語ろう
と
はしなかったが、それが事実であることを彼に詰け合ったとい》 勺 ノ 。
七月七日
長崎からキャプテン・華字の手紙を受け取った。彼は贈り物の
（
幻）
礼を言うと共に、高砂つまりフ
ォ
l
モサ島に行くはずだ
っ
た等安
の船三隻が戻
っ
て来たが、それらは同島へ行ったのではなく
、む
しろシナの沿
岸で略奪を働いた
と言
っ
た方がよく、その地で一行
はジヤングを一一隻捕獲し、人々が屈せずに抗戦したので全員を死に至ら めたことを知らせて来た。
彼はまた兄あてに、この一
O
日から一一一日の間は私が都へ行か
ないように、もし行くなら、有応
の
伴辺には海賊を働く悪党がい
るという報告があり、また隊出ハ怯は、生存しているといわれる秀和械のために新将
軍
に戦争をしかけるつもりで、まず長附から始
めるといううわさもあることだから
、
よく仙えをしてわけと私に
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知らせるようにと書いてきた。これは今日一般に伝えられているうわきである。
等安の家来の舟の一隻が高砂の奥地ををきわめようと
して、と
ある入江に入
っ
たところが、それと
気づく
より前に土民に
襲撃さ
れ、逃げられないとわかると、敵の手におちいるよ
りは
と自ら’
M
を切ったというう さが
。
七月八日
新暦七月一六日付のジ
ョルジュ
・
ドゥロ
イス
からのと同一七日
付のアル
パ
ロ・ムニ
ョ
l
スからの手紙、及び贈り物の
青絹
靴下一
足とニッパ酒一
査
を
受け取った。
イ
1
トン君とロウ君へもそれ
ぞ
れ ニ
ッパ酒
一
査が届いた。
手紙には、ポルトガル人はマラ
ッ
カ
にゴアからの四隻のガレオン船をむかえたが、一隻はアチ
ン王
が
ガレ
l
船が焼き、別の三隻はそのあとオランダ船が焼いてしま
い、それはドン・フワン・デ・シルパがマラッカヘ到着す 前のことで の後一行は彼の到着より前にモルッカ諸島へ引き揚げ、彼は間に合わなか
ったため悲嘆にく
れて死んだ、というスペ
イン人とポルト ル人の知らせが書いてあ
ア た 。
七月
九日
藩主は乳の出る
雌
ゃぎ一一顕と子やぎ一一期をベ
イリ
1
君に贈っ
た。彼が病気
だったので乳を取
るためで
あ る 。
七月一
O
日
イ
1
ト
ン君
と通訳を
藩主の許へ行かせ
、前口仰を中央へ
運ぶため
大型の船を入手
し
たく
、
またオランダ人のように我々も前からの
香保を頼みたく、今までのように毎年新らしい に交代してもら
一 リ チ
h l
ド
・
一 一 ツ グ ス
日記」訟訳
ハ四
」（武田
・
森
U
いたくはな
いので
、前からの
番衆を同行させ
ていただきた
いと願
わ
せ た 。
藩主は
、
数日中に自分で将軍の許へ行くため
、
一番大き
な船が現
在入用であるが
、し
か
し 一
笠の良い
船、それも一番小さ
いのではな ものを貸
し
与えよう、また前からの番然に
つ
いて
は、彼にある任務を与えてあるので手放すことはできないが、その他の者なら誰
で
も選んで、よければ
今後
その者一人に
決めても
よい、と
いう返事
をくれた。イート
ン
君は、藩主は重臣全員と共
に武具を調べているところだ
っ た
と
言った。速
からぬうち日本に
騒動が起る ではないかと思われる。神よ事態がすべ
て
好転
しま
すよう 。
ス ペ
イ
ン人パスグアルが長崎から戻り
、
ドイツ人グ
リ
ス
トフ
ェ
ルとレアレスという名 老兵が一緒だ
った。彼
らは、二隻のシナ
のジ
ヤングがフィリピ
ンのカガヤ
ンから到着
し、ポルトガル人が
い 何 積 み し
た
別
のシ
ナのジヤング二隻がカ
ン ボ
ジアから来て
いる
と
一 一一口った。夜おそく別のスペイン人と共に水先案内人が到
昔 一泊 し た 。
七月二一日
夜
になるとザンザ
パ
1
、
別名安右衛門殿が平戸から
一
里ばかり
の河内浦の停泊地に英船かオランダ船 投錨
したと
伝言を
よこし
た。そこでど 船が来たのか舟を出して見 行かせたところ、（ 泣
）
英船ア
ド バ
イ
ス号で
、船長の名は
ジョン
・ ト
ッ
トンであることが
わか
った。私は
一同へ版一頭と酒一一枠を送
っ
た。事務長あるいは
商人であるエドモンド・ウィルモット君が上陸 数通の手紙を届けた。すなわち
木社からの一通
、他
の手紙と組になるもの
。七
七
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ぃプ行人」川」叫ん
4
A
レー
、
J U M
二十四
ロソ
キャブ
テシ
・
ジ
z
ン
・
ジ
71Jyv
； か
ら二泊
、
華版分
、
一通はヤカ
トラ発
一六
一
五年一月一
一 一 日
付
の
、
ト、マスサで送られたものの
写
し、他は
一六一六年五月二九日付パンタム発のアドバ
イ
ス号で
送られたもの。
キャプテン・ジャ
1
デントらもう一通。前九複分。即ちオジアン
ダ
ー
サ
で
送られた一通の写
し 、
及びパンタム出帆のアドバイスサ
で送られた一六
一
五年八月一
O
日付の一通。同船はモンスーンの
時期をのがし、パンタムに
反ったのである。
パンタム発一六一六年五月
二
五日付キャプテン
・コピ
ンドール
からの
一 通
。
パンタム発同年五月一三日付ディエゴ・フェルナンデスからの
一 通
。
私は金細
工師に
良銀三五匁八分を渡
して、剣
の吊具の止め金
と、剣と
短
剣のこじりを
作ら
せた。また私の古い帝の止め金と締
め具を計ったところ一五匁二分あ
っ
た。金細
工師は
私に剣と短剣
のこ
じ
り
二
個を持って来たが、銀製で正味九匁一分あった。
七月二二日
私は河内
浦のアドベイ
スザへ行き
、それが平戸の停泊地へ
何怖
に曳航
されるのを見出け
た。町へ扶川
げのため礼砲七
発
、番
F m k
た
ち
が立ち去る際に三党、我
々 の
k
陸の際に五発を打ち、我々が船に
初めて乗った際にも 発打
っ た 。
ト
l
マスサも
歓
迎
のため陸から
三発打
っ た 。
同船の
大砲が陪にあげであったからである
。私は次
の手紙を受け取 。
ト
ーマス
・
スミス
仰が
ら二通。
一通は一六
一 四年
一
一月二四日
七
八
円
、他
は二ハ
一
五年四月
二
五日付
〉
本社
から
一 一
通。数通の写しあり
。
我々全員あてに同封で一
一 述
。
キ
ャプテン
・
ジョン
・ セ
l
リスから一通。二
ハ一四年
一一月
二四
日 付 。
ジ ョ
ージ
・ セ
l
リス君から一通
。
二ハ一四年一月二
O
日 付 。
フランシス・サドラ
l
君から一通。二ハ一四年一一月二五日付。
卜
l
マ ス
・
フ ェ
ラ
l
ズ君
から
一 通
。
一六
一三年二月一
入日付。
弟
ウ
ォルタ
！・コ
ッ
クスから五通。
以上は全部ロンドン発。
ジョン・ガ
l
ネイ君から一通。二ハ一六年五月三
O
日 付 。
ジ ョ
ン
・ハント君から一通。同五月二七日付、
フワン・デ・リエパナから一通
。
同六月五日付。
（ 幻 ）キャプテン
・ブル
I
ヮー
から一通。二ハ
一五年八月二一日付。
以
上は全部パ
γ
タム発。
ジ
ョ ン
・ フ
エ ラ
l
ズ
から一通。二ハ一
五年
一一月二
四日シャム河の
アドバイス
号
よ り 。
七月一四日
（
M
仕）
帆
船ヤカトラザが今朝河内浦
に着
き、別のオランダ大船がヤカ
トラ号より四日前にパタニを出帆したという知らせをもたらした。
今
、ヤカトラザともう一
隻のオランダ大
船の到
着の械が入っ
た。しかしまだいずれも入港して
い
な い 。
七月一五
日
広
巾
羅紗
七包
および
その他
の商品
、すなわ
ち
、ロ
シア革凹側
、
金唐草一箱
、薬査三箱
、水
差
し
一 箱
、ガラス瓶二箱
、瓶入箱、うち
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一 箱 は 古 川 ： ヘ
h
、毛小川二冶、キャラコ等一泊、川刈一泊、屯辺一香
一箱、医…待用の出物袋ト一フング一一川、いたんで似打もがなくなった喜望峰からの薬 根一泊などを陸揚げして受け取った。
二隻のオラング船が平一戸から一里の河内浦の港に入ったという
知らせが来た。
藩主は明日 正餐に我々を招待してくれた。時しくはあるが私
は遠慮したいところだった。しかしそれができない。藩主の弟が英国商館に私を尋ねて来た。
七月一六日
世助に次の品の精算をした。
金細工師への支払い古い長上着一着の染め代ポ
l
イのドミンゴへ
ドミンゴのすげ笠イ
1
トン君のボ
l
イの父親へ
私の帽子の修理代ドミンゴの惟子私の万の研、ぎ代
一匁二分一匁三分五匁
二分
五匁二匁九匁五分二匁五分
二六匁七分
日傘代二匁デイック・キング 靴二足三
計コ二匁七分
我々は藩主の正餐に招かれ、ねんごろなもてなしを受けた。支
那甲必丹が一緒で、ロウ君、トットン君、ウィルモット君、トl
両十
「リチヤ
1
ド・コックス日記」試訳（四）へ武田・森）
マスロヴの事務長、ィ
1
ト ン 君 、 一 一
1
ルソソ君、それに私が出前）
した。午後二笠のオ一
7
ンダ船が千戸の停泊地に入門た。一隻はズ
ワ ル 一 ナ ・ レ
1
ウ号といい七、入
00
トンの船、他は帆船ヤカトラ
号である。
（ 部 ）
オランダ人によるとドイツのハンザ同盟市すべてとデンマーク
王、スエ
1
デン王は英国と同盟を結んだ由である。
七月一七日
アドバイス号の乗員で砲手のト
l
マス・ヒ
1
スという者が逃亡
したが、平戸侯の役人の手で取り押えられ、その旨私に伝言があっ た 。
我々は次の進物を藩主に届けた。
黄褐色広巾羅紗四間金唐草大型一枚二番の上質キャラコ一反兎皮黒色一本二ペンスのナイフ一
O
丁
瓶一箱櫛箱と鏡 個鷹狩用獲物袋鋼鉄塊二五斤大英帝国地図一枚議会における国王の図 枚（ 幻 ）Jブルート王出自の全王の系図蓋っきオランダ水差し三個
枚
七九
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大村の人々から加えられた暴行について会議を聞いた。藩主は
贈り物を喜び、出来るだけ助力しようと言ってくれた。
私がオランダ商館へ行くと、彼らは我々一同を親切にもてなし
てくれて、ヤカトラロマの船長ウ
ィ ル
レム・ヤンスゾ
l
ンはパタニ
発六月一四日付のジョン・ブラウン君からの手紙を私にくれた。しかしそれは私の手許にとどく以前に誰かに開封されていた。内容はオジアンダー号のシ
ャ ム
到着についてであ
っ た
。
ヤン・ヨlステンが江戸から平戸へ
着
い た 。
七月一入日
アドバイス号から下船していた男が死んだ。安右衛門殿が駆け
込んで来て、我々の ヤ グのシ
l
・アドベンチャー号が到着し
たと伝えたが、結局空騒ぎに終った。
オランダ船の船長、指揮官、キャプテン・スペ
ックスが
英国商
館に来て、スペイン酒一一樽、大きなガラス瓶入りの焼酎、オランダのチーズ二個、バタ
l
入り小査一個をみやげにくれた。ジョ
（ 却 ）
ン・ベイリ
l
君は私に相当大きな
糞
石を贈り物にくれた。
七月一九日
主膳殿は塩づけの木イチゴを一樽贈ってくれた。
七月二
O
日
私はオスタウィッグ君に船員への支払いのため、および一部は
イ
1
トン君に渡して諸掛りの払いにし、残りは他の時のために残
しておくようにと丁銀三
貫目
を渡した
。
支那甲必丹アンドレア・デ
ィ
ティスが来て珊
瑚
を買
っ
た。すな
わ ち 、
八。
六番の枝五本重さ三四匁四分て四、五番の小枝一一本重さ六六匁
計一
00
匁四分
重 さ 一
O
匁の珊瑚に対して銀一
OO
匁である。
金細工師から剣の吊り具の鈎二個と止め具二一個、及びちょう
ど三
O
匁ある小銀塊一個を受け取った。
七月二一日
アドバイス
号
の船長トットン君は私に小盾一っとパタニの槍一
対を贈ってくれた。私は彼に絹靴下二足、一足は私の赤色のもの、もう一足は以前ジョルジュ・ドゥロイスが送ってくれた緑色のもの、を贈った。
あるオランダ人船員が酔っぱらって一人の女を刺した。彼女が
彼を自分の家に入れようとしなか
っ
たからである。
夜 一
O
時ごろエルナンド・シメネスが英国商館へ来て、キャプ
テ ン
・
アダムズ（三浦按針〉が我々のジ
ヤングでシャムか
ら戻
っ
ており、その他にもう二隻のジ
ヤングに積
んだ品物が着いている
という伝
言
をもたらした。
七 月 一 一 一 一 日
私は河内浦へゆき、ジヤングで到着したキャプテン・アダムズ
に会った。ジヤングを停泊地 曳くため ボ
1
トを連れて行き、
曳航した。
（ 却 ）ベンジ
7
、、ン・フェアリ
l
活からの手紙一包を受け取った。す
な わ ち 、
ジ
ャングの航
海の経費一切の控
。
1 
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シ
l
・アドベンチャー号で輸送した商品の送り状
。
同船に積み直された商品の送り状
。
キ
ャ プ
テ ン ・
庄兵衛のジヤングに積んだ商品の送り状。
5
エ ド モ
ン ド
・セイヤ
l
ズの乗組んだ
キ
ャプテン
・ 貌
官のジャ
ングに積んだ商品の送り状。
6
シャムの川に治ったアユチア発去る六月三日付の私あてのフ
ェ ア リ
1
君の手紙。
7
支那甲必丹
アンドレア・
デ
ィティスの
許
へ彼の硫
黄の
代価と
して
返される商品の送り状。
七月二三日
いくつかの事柄につき会
議を聞
いた。すなわち、
1
小型のシナのジ
ヤングを買うか雇うか
するのがよいと思われ
る こ と 。
2
できれば、シャムから来
た我々の
ジヤングを
売却するこ
と
。
3
ウィルモ
ッ
ト
君を来航のジヤングの待機のため長崎へ行かせ
る こ と 。
4
商品を長崎に荷揚げし、平戸へ持
っ
て
くるより同
地
の確かな
倉庫へ入れるこ
と
。平戸より長崎の方が商売に都合のよい土地
だからである。
5
藩主の番衆を一人頼ん
で船
上に残
っ
てもらい、
流言飛言
を防
ぐた
め
、日本人が適正な賃
金を取り
、それ以上は取らないよ
う
に見届け
てもらうこと
。
（初）
キ
ャ プ
テ
ン
・ ア
ダムズから、ザ央固から
ニ
ュ
l
・ イ ヤ
l
ズ
・
ギフ
ト
号でもたらされた手紙を四通受
け
取った。すなわち
、
2 3 4 
「 リ チ ・ ヤ ー ド ・
コッグス日記
L
試訳（四）（武田
・ 森 〉
本社
から
、二
ハ
二ニ年二月一入日付、ト
l
マス・スミ
ス怖の
一 通
同年同月一六日付、ト
l
マス・ウィルソン君からの一通
。
同年同月一六日付、めウ
ォルタ
ー
からの
一 通
ス ラ ッ
ト
発一六
一
四年
一一月二
O
日付
、エド・
ダズワ
l
ス君から
の一通
七月二四日
キ
ャプテン
・アダムズはシ
ャムから帰った
ので、私に同行して
落主をたずねた。我々
は次の
贈り物を持参
した
。私から諸白二神
と鮭二尾
、キ
て
フテン・アダムズからシナの陶器の大皿五枚と鵬
司
一 羽
。
し
か
し
藩主は病中で床につい
ていた
の で
、
話をすること
は で
き
なかった。
夕方おそく知らせが入って、オラ
ンダのジ
ヤングが長崎へ着い
た が 、
多くの人数
が死亡しており、残りも弱って病気に
かかり
、
平戸へ行きつくほどの
人
数がなくてやむなく
同地に
着
いたという
ことだ
っ
た。これはシャムから来航
し
たオランダのジヤングであ
る 。
三五郎様（松浦信正〉は
昨日側女
の
一人が別
の円本人
と不
義を
働いたの
を
見つけて
す
ぐさま手打
ちに
し、その後、男は刑場に引
き出されて斬罪になった。その男
の兄
弟は
、男を切った同じ刀で
執行人に一頭髪一かたまりを切られた。
七月二五日
大坂（あるいは堺）の宿主が運賃を得るために
船をよこし、も
し中央
へ
行くな
ら私を運
ぼ
うと言った。ウィッ
カ
ム
君は我
々の通
八
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ロ ソ
訳への手紙に、もし私が前も
っ
て船の用
意
をしていないなら、そ
の船で私を中央に運ぶように計ら
っ
たと書いてきたが
、私には何
の音信もなかった
。
イ
1
トン君に大判二枚と重さ一八
O
匁のプリアマ
ン金を渡
し た 。
つまりイ
1
トン君に波すようにとオスタウィッグ君に波したので
ある。これは送り状にある商品の中に入れて中央に連ぶもので、大判は一枚五五
つ
匁である。
七月二六円
藩主は船此たちが自分の給与を受け取っているかどうか調べさ
せに
、
番衆を二人船上につかわした。彼らが
、特
に水夫長が
、騒
々しいならず者だからである。
エルナンド・シメネスが私に金細工師の作ったパンドのついた
新らしい崎子一伺、金
の
ふち飾りのある靴下止め一対、同様の華
美
な靴ひもをくれた。
七月二七日
平
一 戸
侯
はこの円
重
体になり、その兄弟や重臣たち全員が大急ぎ
で彼の許へ馳けつけた。すぐあと藩主は伝
言
をよこし。体の具合
がきわめて悪く、大砲の日が大変降りにな ので、英一閑人双方ともい柄が癒えるまで発砲をけん わせてほしいと一 己ってきた。
神
が順風
と好天気とを忠み給うたので、我々は明日
参府の旅
に
出発するた
め
、す
べての品を船に積
ん だ 。
七 月 一
ニO
日
（ 幻 ）
ウィッカム君
から手
紙を
受
け取
っ
たが、江
戸
へ出発する用
ぷ
が
できたので
、 自 分
の手
祇を
沈み
返
す時間がなか
っ
た
、キ
二 フ
ユノ
ン
・
｝＼ 
アダムズは私より先に乗船した
。そして午後に出帆し、強い順風に
志まれてその夜名護屋に至り、静かだ
っ
たのでそこに投錨した。
七月コ二日
湖の具合がよかったので真夜中ごろ錨を上げ、午前中ず
っと滑
ぎ進んだ。しかしその後西寄 の強い疾風が吹いたので、夜おそく下ノ関海峡に至り、 こに投錨した。
、 王
（1
） 
（2
） 
前回五月一六日以降の記事参照。英商館員イ
l
トンと
肥後の日本人が、材木取り引きから争い、イ
1
トンが
大
村領
雪
ノ浦に拘
禁され
て い る 。
「大日本史料」一 一一編二六、六月二日コッグスからイ
l
ト ソ ま た は 一 一
l
ルソンへ、東邦に在る使傭人より東印
度商会に贈りし書翰三六六の巴の三月三∞
E Z H U
印 有
3
Z 0
・HHNH
《 プ ニ ニ ユ （
1
ユ コ 己 主 主 ）
一 五
l
一七世紀の軽装の男子用
ヒ 衣EE
三 一
HBo
守）イ
ンド産木綿布
、ド
l
ティ（腰布）
元和五年三月二九日在駿府の公家衆・諸大名を帰国させ、かつ遺物を賜う
。 「 本 光
国師日記」等。
「慶元イギリス書翰
L
岩生成一沢駿南社昭四（雄
松堂昭四一復刊）一
O
九 。 （ 以 下 「 慶 元 」 ）
「 慶
一万 」 一
O
九に記事あり。
「慶 一
万 」 一
つ
九に記
事
あ り 。
テンベスト・ピ
l
コ ッ ク 、 ヮ ， ョ 考 古 門 ヲ ザ
2 3
与は高諮員
〈3
）
（4
） 
（5
） 
ハ6
）
（7
） 
（8
） 
へ9
）
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として広南におもむいた一六一四年に同行の英蘭人とともに殺害され、一説には交世王のオランダ人に対する報復の巻き添えになったとも 一一口われたが（「慶元」五一参照）、実際は彼の｛伯主の日本人が交世の老王の側近と謀りて殺害し、その金品をうば 、若い 子も関係したらしいこ が、一六一七年同地 おもむいた商館員エドモンド・セイヤlズ等の調査で明らかになっ（一六一八年二月一五日平戸発東印度会社あてリチヤード・コッグス書簡。ロルロミぇ
E h y m w 三 め 2 Z
二巻
二九六頁〉。交祉王は一五五八年
i
一六一三年太祖侃
演、一六一三年
l
一六三五年照宗仏王限福源。
谷村三蔵、アダムズの航海記にも所載。家康は元和五年四月一七日に没す（発病一月一九日）
c
筑前国粕屋郡相ノ岳、博多北方海上
o
n
巳 ・
ω？ で －
Z 0
・
H H N
吋 ・ ロ
O g p u
印
W 2 2
円C A r t
－ － ゎ
r F P H
己
主
Z E r o
－
TRNNW55EEιc
・
。 巳 －
m F
吋 ・ 民
0・
H H N A H
・ し 「 ロ
D O N N w
一55
・
瀬戸内海を支那船が航行していたことを示す好例。〉 ロ
22
吋
5 5 c
（ H 〉 円 円 台 。
N
吋 ロ の 円 円 。 ） ス ペ イ ン 一
h川 で
「片恨の旗手」。ムニョ
I
ス、ベニテスと同様長崎のス
ペイン人。日 片 口 ∞ －
o n c E
寸2 σ m w
ロι 2
（H A
ロ5 5 2 c c
ロ （ 】 印 ）
F 2 2
Y 2 2
の意味は不明。
テーブル・ブッグ
z z o σ c c r
（ 叩 ）ハ 日 ）（ ロ ）（ 臼 ）（ 日 ）（ 日 ）（ 日 ）（刊日）（レ刀）
リチャlド・コッグス日記」試訳（凹）（」抗日・社）
は
0
・E
・D
の用例で
（四）
は、一七世紀には手帳、メモ帳の知を志味するが、一九世紀には勘定早見表、装飾用書物の志にも用いられると巴 －
g w
巴
C D
』SD
号（
l
一六一六・凹・一九）
スペインの柏民地行政官、フィリピン群島長官兼高
等法院長として一六
O
九年マニラに着任。オランダ艦
隊を撃破し、さら モルッカ諸島に遠征してオランダ航隊と交戦（一六一五年）、シンガポール海峡に進んだが一六一六年戦死。また家康に使者を派遣して国と贈り物を呈し、鍋島勝重とも書簡をかわした。堺の木犀弥三右衛門 慶 一九年 元和元年に朱印状受 領 。村山等安 右前征伐のごニ笠の内
c前年一
O
月三
O
日 、
木年五月五日に記事あり。岩生成 「村山等安のム口沼述征と遣明使」台北帝大史学科研究年報第一輯参照。
ま た 、 の 己 ・ 印 片 ・ 司 ・ げ ム 。 ・
H H ω
品 －
n o n w ω
〆 ｝ ぬ け 百 円 件 。
／ 一 〈 片 付 日 戸 川 口 出
m wけ
C
印m F F S u
ぜr o r c w C
円 。 日 目 。 者 ｝ 百 円 。 ・ し 『 ロ －
u
「
H N
・
55
・同町包
0・ 参 照 。
k r ι i N
（H K F ι
己のめ）号、二ハ一七年にも来航。英船。
n o f g
・ 可 ・ 児 。 ・ ロ
ω吋 ・ （
U R E d
－0 2 2 z t t 4 F n w y o B
ECgwp
冨
E W C W C
円 巳 閉 め を ｝ 同
2 0
・
TqEWEE
－
出
EL
。
国 円
c c t
〈O F
﹈ ?g
骨片片スベ
γ
グスの前任の一半戸オラン
ダ商館長。在任期間二こ三一年二月
i
二ハ一四年九月。
T n E E
号。蘭船。二ハ一五年にも来航。内包－
E
・
H V
・
（ 却 ）（幻）（ 幻 ）（お）（M
） 
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ハ お ）
z c
? ﹈ ｛ ﹈ ? （ 〕
h o n
－ 内ω－ωF22ZJ
司
F n F r o
? ? ? ﹈ ? ?
H F
﹈ ｛ 。 ﹈
5
・
百 円 白 色 。ERWF5
ロ （
H
N J
〈m W 2 0 F 2 5 4
） は す 。 一 関 船
。翌年再
び 来 航 。デンマ
l
グ王はグリスチァン阿世（一五八八
i
一六四
八 〉ス エ
1
デン王はグスタフ二世
C
六 一 一
i
一六三二）
ブル
l
ト
王国
EZ
伝説上のブリテシ国の最初の
王 、
トロイア
人ブルータス。トロイアの移民をブリテ
ンに導き
、トロイノ
パン
ト（ロンド
ン）を建設した。
糞石
Z82
羊などの体内結石。解毒剤として用
いられた。己三回
g－ωBE
シ
ャ ム
商館長。
Z2
司
M 1 8
六
ωO
－pn v
。二ハ一四年二月英国を出帆、
二 ハ
一
四 年 一
O
月スワリ
着
、二こ六年六月帰国
。指
揮官ニコラス
・
ダウン
ト
ン 。
の
m w f m H
・ 司 ・
z
。
H H ω
∞ ・ し 『 己 可
EWHOH
。
（ お ）（ 幻 ）ハ お 〉（m m
） 
（ 却 ）（ 訂 ）
入
四
付記
日生成一教授のご指導によるこの試訳も本稿で四川目を迎える
ことが
できたが
、諸般の一事情により木誌での発表ば今川
で
一応終
了することになった。
この仕事の続きはいずれ別のかたちで世に問うことにしたい。長い間ご指埠下さったお生教授はじめ、藤白川昌平工学院大学教
授
、
松油規氏、柏附曲
一い山市柄興館高校教諭ほかの方々に対し
、こ
こ
に厚くお礼を申し
k
げる次第で
あ
る
心
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